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。 ， ，ている つまり藤澤は 連続して扱うために
理論のあるなしでその違いを明確にしている
というのである。





















































































































































第０ 第１ 第２ 第３ 第４
対象 具体物 形 性質 命題 論理


































































































この違いについて 岡崎 岩﨑 黒田( )， ， ， 1999


































































































1+2+3+ +9= 1+9 + 2+8 + + 4+6 +5… ( ) ( ) … ( )
=10+10+10+10+5=10 4+5=45×
37 2 3=222 37 3 3=333× × × ×
37 4 3=444 37 5 3=555× × × ×
一般に，














































































































































































， ， ，これに対して 相﨑と石田は 黒板の前で
①は４×１，②は４×（１＋２ ，③は４×）
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（ ） ．その指導に関する研究 ２ －図形学習の転換点－
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